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は　じ　め　に

　自然環境の保全は，人間の持続的な生存環境の保証，さらに人間固有の情緒の豊かさを保ちな

がら，よりよい文化を発展させるための基盤である。我々人間の肉体は他の生物と本質的には同

じように，自然環境と全く隔絶した新しい人工ないしは人造環境にすぐ適応できるほどの進化も

適応も，きわめて長い時間をかけなけれぽ困難である。実は，人間もきわめて保守的な生物社会

の一員としてしか持続的には生きのびれない。したがって，時代がどのように変ろうとも，個々

の前生物的材料による技術的な進歩がかなり見られても，我々が健全な肉体を保ち，将来にわた

って固有の文化的な発展をとげるためには，日本の国土内にも，我々の生活面の中にも十分な自

然環境が残されていなけれぽならない。

　一方，今日の我々の日常の生活条件を支え，さらにある程度のよりよい生活状態を維持してゆ

くためには，あらゆる活動力の基礎となっているエネルギー問題を全く無視することはできな

い。地球的な観点ではもとより，我々がこの限られた，国土で石油，石炭をはじめあらゆるエネ

ルギー資源の乏しい立地条件下で生きのびるためには，エネルギー問題の無理の少ない解決に対

しても全国民的視野で検討されなけれぽならない。

　とくに最近世界的にも電力エネルギーの重要な部分を担いつXある原子力発電が我が国でも次

第に比重を増してきている。磁土がせまく，人口過密な我が国でこのような発電所などの産業立

地は必然的に自然度の高い海岸沿い地区に集中する。しかも，既設の原子力発電所はもとより，

これから増設あるいは新設が計画されている候補地の多くも国立，国定公園地域や，それに近い

自然度の高い立地がえらぼれる可能性が高い。

　したがって，従来のいわゆる産業優先方式で，一時的な経済効率や技術的な便利さだけで発電

所やその付属諸施設が建設された場合には深刻な自然破壊をもたらす危険性が高い。同時に自然

環境が無視された産業開発は，一時的に効率が上っても地域住民との共存関係に様々な直接，間

接の問題をもたらす危険性が強い。我々が現在の生活条件を維持し，将来にわたって確実に発展

するための電力需要を充すために必要限度内での新しい発電所の設置・増設が計画・実施される

際にも，電力の供給を図ると共に，よりよい人間の持続的な生存環境の創造を同時に行うべきで

ある。

　日本原子力発電株式会社敦賀発電所が立地する福井県敦賀半島の先端部立石は若狭湾国定公園

域内に位置し，スダジイ林を主とする常緑広葉樹林で広く被われていた。とくに古くから住民が

定住していた立石部落の裏斜面は，災害防止の観点も含めた見事なスダジイの自然林（ヤブコウ

ジースダジイ群集）が残されている。また日本原子力発電株式会社敦賀発電所のサイト周辺部は

敦賀半島の本体とその北東端の明神崎，立石岬をむすぶ背陵部との接した全体としてはや鼠凹状

地にある。長い間の繰り返しの薪炭林などとしての定期的な伐採，ときには野火が入り，現在で
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はアカマツ，クロマツの二次林になっているところも少くない。とくにサイト側の尾根部，肩部

や急斜面では発電所の建設，管理などの直接，間接の人為的影響も加わって裸地化しているとこ

ろも少くない。

　発電所が地域住民と共存し，日本各地の固有の自然環境と調和をとりながら発展するためには，

工事などによって地形が変えられたり，下地化している立地上の緑の復元が前提となる。同時に

より豊かで安定した自然環境を創造・維持するためには，単なる美化運動の延長としての，いわ

ゆる緑化にと父まるだけでは不十分である。それぞれの立地の潜在カー潜在自然植生一に応

じた，その土地固有の多層群落の自然林で象徴されるような本物の緑の環境創造が前提となる。

常緑広葉樹による多様で安定した環境保全林を間違いなく形成するためには植物社会（群落）の

秩序にそって行わなけれぽ成功しない。

　本物には新しい時代に対応して，立地の潜在能力に応じた本物の自然環境を生きた構築材料

一植生一によって積極的に保全し，必要に応じて，さらに創造するための生態学的，解物社会学

的な現地調査結果がまとめられている。

　現代のもっとも新しい技術の先端をゆく原子力発電所の建設・維持・管理が確実に行われるた

めには，数千年来その立地固有の緑の自然環境を形成してきた郷土の森で示されるような，古く

て新しい環境創造が同時に行なわれなければならない。保守的な生きものを使っての環境形成に

は地味な基礎的研究・調査ではあるが，植生の調査がすべての前提となる。岡時に植生調査結果

を基礎とした植生図化（Vegetationskartierung；vegetation　mapping）カミ要求される。

　すなわち，現存植生図は，植生および植生によって詣標される現在の自然環境の診断図として

機能する。潜在自然植生図は，様々な人為的干渉によって，立地本来の自然植生やその環境が変

化，変形させられている人間の生活，活動域で，植生の復元や植生を利用しての積極的な立地本

来の自然環境を形成する際の生きた処方箋として役立つ。

　本所は，日本海に突出する福井県敦賀半島先端部を主な対象とした植生学的な現地調査結果が

まとめられたものである。

　現地踏査，室内作業にあたっては，横浜国立大学環境科学研究センター奥田重俊，原田洋，箕

輪隆『，村上雄秀，中村幸人，大山弘子，】釦晦惇，黒沢達行の各氏に協力いただいた。援助いた

だいた各氏に謝意を表したい。

　本調査・研究の重要性を認識し，現地調査その他に御協力，御便宜を与えられた日本原子力発

電株式会社に対して敬意を表すると共にお礼申上げたい。また今回の敦賀地区の調査計画や現地

調査に参加，御援助戴いた尾瀬林業株式会祉佐々木豊前緑化部長（取締役）をはじめ小池博次長

および皆様に改めて謝意を申上げたい。

　現地調査に際して，立ち入りその他の御便宜をはかって戴いた敦賀発電所板倉哲郎所長はじめ

皆様に厚く御礼申上げたい。


